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小林博士近影
明治42年(1鈎9)1月1日
昭和 6年 (1931)3月
昭和 9年(1934)3月
昭和 9年(1934)4月
昭和1年(1936)7月
昭和15年 (1940)12月
昭和初年(1945)6月
昭和21年(1946)4月
昭和24年(1949)8月
昭和27年 (1952)4月
昭和28年 (1953)5月
昭和28年(1953)8月
昭和31年(1956)6月
昭和32年(195わ 4月
昭和32年(1957)1月
昭和33年(1958)2月
昭和33年 (1958)4月
昭和34年(1959)4月
昭和34年(1959)1月
昭和35年(1960)5月
昭和35年 (1960)8月
昭和37年(1962)1月
昭和40年(1965)12月
昭和41年(1966)4月
昭和41年(1966)10月
小林
昭和42年(1967)7月1日-43年3月31日
純博 士 略 歴
岡山県倉敷市玉島黒崎8.012に生れる
第六高等学校理科甲類卒業
東京帝国大学農学部農芸化学科卒業
農林省食事試験場助手
農林省食事試験場技手
農林省食事試験場技師
農商省農事試験場北陸支場在勤
財団法人大原農業研究所研究員〈化学部主任〉
朝日新聞社より"稲作におけるかんがL、水の生理"で
朝日科学奨励金を受賞
岡山大学農学部附属大原幾業研究所助教授(作物生理
学部門〉
岡山大学農学部附属大原農業研究所教授(作物生理学
部門)
岡山大学農業生物研究所教授(作物生理学部門〉
河川水質調査のためタイ国へ出張
日本陸水学会評議員
山陽新聞社より河川水質研究功労者として第15回山陽
文化賞を受賞
東南アジア諸国の河川水質調査のためイ γド，カンボ
ジア.パキスタン.タイ，セイロン国へ出張
日本農学会より"本邦陸水水質の化学的研究"により
日本農学貨を受賞
財団法人大原奨農会理事
.‘河川水質の研究による農芸化学の進歩に貢献"によ
り倉敷市文化賞を受賞
ロックフエラー財団の招聴によりアメリカ合衆国へ出
張
名古屋大学より理学博士号授与
中国新聞社より"河川水質の研究"により第4回中国
科学賞を受賞
岡山県公害対策審議会専門委員
生物水質学部門の設立にともない，作物生理学部門教
授より生物水質学部門教授となる
国際生物学事業計画 (IBP)の中の PF(1陸水群集の
生物生産力の研究〉部門での水質分析の国際的な検討
会に日本代表としてオランダ，スエーデン.酋ドイ
ツ，連合王国へ出張
信州大学繊維学部講師併任
昭和43年(1968)8月
昭和45年(1970)4月
昭和45年(1970)7月
昭和45年 (1970)10月1日-46年3月31日
昭和46年 (1970)4月1日-47年3月31日
昭和41年(1971)4月
昭和46年(1971)6月
昭和46年(1971)8月
昭和46年(1971)10月
昭和46年(1971)11月
昭和47年(1972)5月
昭和48年(1973)4月1日-49年3月31日
昭和48年(1973)8月
昭和48年(1973)8月
昭和48年(1973)12月
昭和49年(1974)6月
昭和49年(1974)11月
昭和50年(1975)4月1日
昭和50年(1975)4月22日
第17回国際陵水学会へ日本代表として出席し，研究発
表するためヨーロッバへ出張
岡山大学大学院農学研究科担当
第5回国際水質汚濁研究会議での招待講演のためアメ
リカ合衆国へ出張
高知大学農学部講師併任
東北大学農学研究所講師併任
日本衛生学会評議員
ミズリー大学主催の環境保健における徴盈物質につい
ての第5回年次大会での研究発表のためアメリカ合衆
国へ出張
倉敷市公害対策審議会委員
岡山大学公害防止対策委員会委員
岡山県水質審議会委員長
総社市公害対策審議会委員
岡山大学法文学部第二部講師併任
岡山県水質汚濁対策専門家会議委員
河川水質調査のためインドネシアへ出張
岡山県公害対策審議会委員
ミズリ一大学主催の環境保健における微量物質につい
ての第8回年次大会での研究発表のためアメリカ合衆
国へ出張
岡山県環境保全事業団参与
岡山大学教綬停年退職
岡山大学名誉教授の称号を受く
小林純博士研究論文および著書目録
1.研究論文
1.加里定量法における燐酸の分離について(林義三と共著). 日本土捜肥料学雑誌
11 (2) : 139-142 (1937). 
2.肥料中のオルソ，ピロ及びメタ燐酸の定量並にその肥料効果について.日本土壕肥
料学雑誌 11(4) : 401-402 (1937). 
3.三方原未耕地土獲に対する硫酸の影響について(林義三と共著).日本土壕肥料学
雑誌 11(5) : 443-446 (1937). 
4.過盗素酸法による配合肥料中の加里簡易定量法について(林義三と共著). 日本土
壌肥料学雑誌 12(1) : 29-36 (1938). 
5.無機質の粒状肥料と粉状肥料との肥効の差異(林義三と共著). 日本土痩肥料学雑
誌 12(3) : 292-294 (1938). 
6.湛概水の水質に関する化学的研究(第1報)，荒川及び多摩川水系の水質について.
農商省農事試験場報告第 61号 1-8(1944). 
7.鉱毒の原因とその防除.農学研究 37(1): 12-13 (1947). 
8.濯概水の化学(1).農学研究 37(2) : 49-51 (1947). 
9.濯概水の化学.日本農業研究所資料第3号 1-24(1947). 
10.濯漉水の化学 (11).農学研究 37(4): 150-1臼(1948).
11.本邦河川の水質(1).農学(朝倉書庖)2 (8) : 394-396 (1948). 
12.本邦河川の化学的研究.岡山県，鳥取県下の水質について.農学研究 38(1) : 22-
25 (1948). 
13.本邦河川の水質 (11).農学(朝倉書庖)3 (3) : 146ー 147(1449). 
14.本邦河川の化学的研究(第1報).秋田県下の水質について.農事試験場業報 4(2) 
: 115ー 134(1950). 
15.陸水中の硫酸塩の徴量容量定量法について.陸水学雑誌 14(4) : 178-180 (1950). 
16.本邦河川の水質について.農学研究 39(3) : 27-29 (1951). 
17.本邦河川の水質について.陸水学雑誌 15:161-165 (1951). 
18.本邦河川の水質について(農業生産特に水稲作に及ぼす影響を中心に).農業技術
6 (1) : 1-2 (1951). 
19.岡山県高梁川及び鳥取県日野川の化学的研究(増本文吉，杉原健と共著). 日本化
学雑誌 72(6) : 567-570 (1951). 
20. Chemical investigation on the water of rivers in Japan. 1. On the quality 
of water in Akita Prefecture. Ber. Ohara Inst. landw. Forsch. 9 (3) : 329 
-356 (1951). 
21.湛概用水の水質調査について.滋賀県農政資料.第1号 1-81(1952). 
2.本邦河川の化学的研究(第2報).九州地方の水質について(前篇). 農学研究 41
(1) : 27-49 (1953). 
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23.本邦河川の化学的研究(第2報). 九州地方の水質について(後篇). 農学研究 42
(1) : 1-18 (1954). 
2准.本邦河川の化学的研究(第3報).関東地方の水質について.農学研究 43(1) : 1ー
40 (1955). 
25.稲イモチ病の発生頻度に対する瀧概水質の影響について(西門義一，井上成信，森
次益三と共著).農学研究 43(3): 113-125 (1955). 
26. Chemical investigation on the water of rivers in Japan. II. The nature 
of water in the Kanto districts. Ber. Ohara Inst. landw. Bio1. Okayama 
Univ. 10 (3) : 157-214 (1955). 
27. On geographical relationship between the chemical nature of river water 
and death-rate from apoplexy. Ber. Ohara Inst. landw. Bio1. Okayama 
Univ. 11 (1) : 12-21 (1957). 
28.水の酸性と脳卒中死亡率との相関について. 水道協会雑誌 280号 1-8(1958). 
29.かんがし、水による珪酸の供給.珪酸質資材の導入による農作物の究極収量向上に関
する研究 222ー 232.奥田東編，日本学術振興会発行(1958).
30.水の酸性と脳卒中死亡率との相聞について.水利科学 1(4) : 101-112 (1958). 
31.東南アジア諸国の河川の化学的研究. タイ国の水質について. 豊島学研究 46(2) : 
63ー 112(1958). 
32. Chemical investigation on river waters of South-Eastern Asiatic countries 
(Report 1). The quality of waters of Thai1and. Ber. Ohara Inst. 
landw. Bio1. Okayama Univ. 11 (2) : 167ー 233(1959). 
3.全国主要河川の水質調査に関する研究.四園地方の河川水質について.都道府県農
業試験所委託研究報告 1-14 (1959). 
34. 日本の河川の特質について.用水と廃水 2 (1) : 9-24 (1960). 
35.生物体内における微量金属の研究(第1報).アユに含まれる金属の地域的相違〈森
次益三と共著).農学研究 47(3) : 149-188 (1960). 
36.日本の河川|の平均水質とその特徴に関する研究.農学研究48(2) : 63-106(1960). 
37. A chemical study of the average quality and characteristics of river 
waters of Japan. Ber. Ohara Inst. landw. Bio1. Okayama Univ. 11 (3) 
: 313-358 (1960). 
38. Study on trace metals in bio-materials. I. Geographical di任erenceof metals 
contained in ayu (Plecoglos$Us a/tivelis) (with M. Moritsugu). Ber. 
Ohara Inst. landw. Bio1. Okayama Univ. 11 (4) : 393--411 (1962). 
39.短形波ポーラログラフによる白米中の銅，鉛，亜鉛およびカドミウムの同時定量法
について(才野恒弘と共著).農学研究 49(4) : 189ー 216(1963). 
40.生物体内における微量金属の研究(第2報). 白米中のカドミウムの含有量(森次
益三と共著).農学研究 50(1) : 37-49 (1963). 
41.タイ国河川の化学成分の溶出機構(瀬野錦蔵，湯原浩三と共著). 東南アジア研究
第3号 55-65(1964). 
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42.木曾三川河口部における極素量，電気伝導度および濁度の観測(森次益三，浦上佳
子，矢木博，小川原被寿と共著).木曾三川河口資源調査報告第1号 289-
309 (1964). 
43. Study on trace metals in bio-materials. I. Cadmium content in polished 
rice (with M. Moritsugu). Ber. Ohara Inst. landw. Biol. Okayama Univ. 
12 (2) : 145-158 (1964). 
44.木曾三川河口部および北伊勢湾における栄養塩類の研究(第1報).三川による硝
酸， アンモユア，亜硝酸及び燐酸塩類の伊勢湾への供給量について(春名幸
子，服部浩子，森次益三と共著).木曾三川河口資源、調査報告第2号 635-
650 (1965). 
45.木曾三川河口部および北伊勢湾における栄養塩類の研究〈第1報)，三)1による硝
酸，アンモニア，亜硝酸及び燐酸塩類の伊勢湾への供給量について(春名幸
子，服部浩子と共著).農学研究 51(1， 2) : 111-127 (1965). 
46. Silica in fresh water and estuaries. Chemical Environment in the Aquatic 
Habitat. pp.41-55 ed. by H. L. Golterman (1967). Presented at an 
IBP-Symposium held in Amsterdam and Nieuwersluis.on October 10-
16. 1966. 
47.汎発性銀皮症知見補遺(剖検を行った1例の報告を含めて) (吉田彦太郎， 中川定
明と共著).皮膚科の臨床 9(3) : 194-204 (1967). 
48.潮の干満に伴う木曾三川河口部の塩素，珪素，硝酸及びアンモニア含有量の変化に
ついて(矢木博，森次益三，春名幸子，服部浩子，村本茂樹と共著). 木曾三
川河口資源調査報告第3号 81-150(1967). 
49.吉野川上流部における水質分析結果の概要(森井ふじと共著). 吉野川合同調査報
告 32-34.IBP-PF二次生産吉野川班編(1967).
50. ノリの色と化学成分に及ぼす河川水の影響.有明海の乾ノリと筑後川との関係につ
いて(森井ふじ，村本茂樹，浦上佳子，竹内佳子，河田昌子，小野圭子，)11上
四郎，大屋千代子，大島嘉代子，原一恵と共著). 木曾三川河口資源調査報告
第 4号下 1505-1554(1967). 
51.河川流量の変化と海洋への栄養塩供給量との関係(森井ふじ，村本茂樹，浦上佳
子，栗原佳子， JI上四郎， 湯浅昌子，瀬戸圭子，原一恵と共著). 木曾三川河
口資源調査報告第5号 1003-1∞17(1968). 
52.伊勢湾奥部の水質について(森井ふじ，村本茂樹， 浦上佳子，栗原佳子，湯浅昌
子，川上四郎，瀬戸圭子，原一恵と共著).木曾三川河口資源調査報告第5
号 1∞8-1022(1968). 
53.伊勢湾ノリ漁場の水質について〈森井ふじ，村本茂樹，中島進，浦上佳子，湯浅昌
子，栗原佳子，瀬戸圭子，川上四郎，重宗由美子，原一恵と共著). 木曾三川
河口資源調査報告第5号 1023ー 1057(1968). 
54.名古屋港高潮堤開口部の25時間観測による栄養極の測定(蘇井ふじ村本茂樹，
中島進，浦上佳子，栗原佳子，瀬戸圭子，重宗由美子，川上四郎，原一恵と共
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著).木曾三川河口資源調査報告第5号 1059ー 1114(1968). 
55.児島湖の水質ー1967(森井ふじ村本茂樹と共著).JIBP-PF児島湖群集生産研究
経過報告第l号 53-63(1968). 
56.児島湖の水質-1968(緑井ふじ，村本茂樹，中島進と共著).JIBP-PF児島湖群集
生産研究経過報告第2号 8か-95(1969). 
57.有明海の乾ノリの色と化学成分に及ぼす筑後川の影響(蘇井ふじ，村本茂樹，浦上
佳子，栗原佳子，瀬戸圭子， 川上四郎，原一恵と共著). 水産庁筑後川調査報
告附属資料 (8): 1ー 76(1969). 
58.イタイイタイ病の原因の追究 1-]1[.カドミウムをめぐる生物地球化学.科学39
(6) : 286-293， 39 (7) : 369-375， 39 (13) : 424-429 (1969). 
59.群馬県安中市の製錬所に因る農作物などの重金属 (Cd，Pb. Zn)汚染について(蘇
井ふじ，村本茂樹，中島進と共著). 日本衛生学雑誌 25(4) : 364-375 (1970). 
60.瀬戸内地帯の水質の特徴と分布(森井ふじと共著).文部省科学研究費(特定研究，
水文学)，瀬戸内地帯における水資源の開発に関する総合研究報告書(研究代
表者，前川忠夫)206-252 (1970). 
61.児島湖の水質-1969(森井ふじ，村本茂樹，中島進と共著).JIBP-PF児島湖群集
生産研究経過報告第3号 68-75(1970). 
62.し尿中の無機成分に関する研究(第l報)(蘇弁ふじ，村本茂樹，中島進と共著).
用水と廃水 12 (8) : 635-642 (1970). 
63. Relation between the “ itai-itai" disease and the pollution of river water 
by cadmium from a mine. Advances in Water Pollution Research. 1-
25 pp. 1ー 7 ed. by S. H. Jenkins (1971). Presented at the Fifth 
International Water Pollution Research Conference. held in San Fran-
cisco and Hawaii， July-August. 1970. 
64.倉敷川，笹ケ瀬川による児島湖への栄養塩供給量(森井ふじ，村本茂樹，中島進，
奥田節夫と共著). JIBP-PF児島湖群集生産研究経過報告第4号 53ー 59
(1971). 
65.信州の河川の平均水質.信州の水調査報告書(信越放送編)28-42 (1971). 
66.群馬県安中市の製錬所による農作物などの重金属 (Cd，Pb.Zn)汚染について(蘇
井ふじ，村本茂樹，中島進，瀬戸圭子，吉本智子と共著〉農学研究 53(4) : 
215-228 (1971). 
67.諏訪湖並びに千曲川中流の重金属汚染について. 信州の水調査報告書(信越放送
編)43-57 (1971). 
68.諏訪湖の重金属汚染について(森井ふじ，村本茂樹， 中島進と共著). 用水と廃水
13 (7) : 809-814 (1971). 
69.カドミウム汚染米投与による動物体内へのカド ミウムの蓄積〈中原裕子，長谷川利
子と共著). 日本衛生学雑誌 26(5) : 401-407 (1971). 
70.カドミウムをめぐる生物地球化学，近代農業における土壌肥料の研究(第2集)
〈日本土纏肥料学会編)5-14 (1971). 
1∞ 重量学研究
71. Air and water pollution by cadmium， lead， and zinc attributed to the 
largest zinc refinery in Japan. Trace Substances in Environmental 
Health-V pp・}17-128ed. by D. D. Hemphi1 (1972). Presented at 
University of Missouri's 5 th Annual Conference on Trace Substances 
in Environmental Health， held at the University of Missouri-Columbia 
on June 29・July1， 1971. 
72. Bagの垂下による WaterColumn中の栄養塩漫度の明暗による変化(森井ふじ，
村本茂樹，中島進，奥田節夫と共著). JIBP-PF児島湖群集生産研究経過報告
第5号 5かー 53(1972). 
73.児島湖底土中の重金属濃度および土壊溶液中の Cl含有量(森井ふじ， 村本茂樹，
中島進，西崎日佐夫，奥田節夫と共著).JIBP・PF児島湖群集生産研究経過報
告第6号 54-59(1973). 
74. 日本人のし尿中の無機成分に関する研究(森井ふじと共著).文部省科学研究費(特
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